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広 報
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

英彦山山頂で７年ぶりの山頂祭！！
５月31日、英彦山山頂と英彦山神宮奉幣殿で「第60回英彦山山
開き」が行われました。コロナ禍や英彦山神宮上宮修復工事のた
め７年ぶりの開催となった上宮での
山頂祭。快晴に恵まれた当日は、上
宮参拝や記念手ぬぐいを求めて600
人以上の登山愛好家などが訪れ、に
ぎわいをみせていました。 記念手ぬぐい配付には長蛇の列が↑
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歴史的建造物の復元と貴重な文化財の継承

国指定史跡「英彦山」
英彦山神宮上宮保存整備工事完了
　私たちの先人が築き上げてきた歴史と文化の証であり、町民共通の貴重な財産である
国指定史跡「英彦山」。長年にわたり地域の歴史を見守り続けてきた英彦山神宮上宮社殿
の保存整備工事が完了しました。長い年月による老朽化が進み、倒壊の危険性も指摘さ
れていた上宮社殿。本工事では英彦山神宮が国や県、町の文化財保護に関する補助金を
活用し、伝統工法を用いた修復や基礎部分の補強を行い、往時の姿を取り戻すことがで
きました。ぜひ美しくよみがえった上宮社殿をご覧ください。

　
　

修
繕
・
復
元
工
事

　
　
【
令
和
５
年
９
月
〜
令
和
７
年
10
月
】

　

腐
食
し
た
柱
は
、
伝
統
工
法
で
あ
る
「
根
継
ぎ
」
に
よ
り
修

復
さ
れ
ま
し
た
。
傷
ん
だ
部
分

だ
け
を
新
し
い
木
材
に
つ
ぎ
足

す
こ
と
で
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
部
材
を
で
き
る
限
り
残
し
な

が
ら
、
建
物
の
強
度
を
回
復
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
欠
損
し
て

い
た
飾
り
金
具
や
彫
刻
な
ど
も

丁
寧
に
復
元
し
、
往
時
の
趣
と

風
格
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
　

完
成

　
　
【
令
和
７
年
11
月
】

　

３
年
に
わ
た
る
保
存
整
備
工
事
が
完
了
。
上
宮
社
殿
は
本
来

の
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
、
未
来
へ
受
け
継
ぐ
た
め
の
基
盤
が

整
い
ま
し
た
。

保
存
整
備
工
事
の
あ
ゆ
み

　
　

準
備
工
事

　
　
【
令
和
４
年
９
月
〜
令
和
５
年
３
月
】

　

社
殿
周
辺
に
散
乱
し
て
い
た

破
損
部
材
の
片
付
け
や
現
場
小

屋
の
設
置
、
資
材
を
山
頂
ま
で

運
搬
す
る
た
め
の
モ
ノ
レ
ー
ル

の
敷
設
な
ど
を
実
施
。
標
高
約

１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
厳
し
い

環
境
で
の
工
事
は
、
冬
季
に
工

事
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

解
体
工
事

　
　
【
令
和
５
年
４
月
〜
９
月
】

　

社
殿
を
囲
ん
で
い
た
「
霧
除

け
」
の
解
体
か
ら
工
事
を
開
始
。

建
物
の
状
況
を
詳
細
に
調
査
し

な
が
ら
慎
重
に
作
業
を
進
め
ま

し
た
。

　
　

基
礎
部
分
の
整
備

　
　
【
令
和
５
年
６
月
〜
令
和
６
年
７
月
】

　

柱
を
支
え
る
礎
石
の
据
え
直
し
や
基
礎
部
分
の
補
強
を
行
い
、

建
物
の
足
元
か
ら
丁
寧

な
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
わ
ず
か
な
傾
き

や
緩
み
を
整
え
、
社
殿

が
こ
れ
か
ら
も
安
定
し

て
建
ち
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
し
た

土
台
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

１２３４５

英
彦
山
神
宮
上
宮
社
殿
の
あ
ゆ
み

　

５
世
紀
の
前
半
頃
に
は
既
に

造
営
さ
れ
て
い
た
と
云
わ
れ
、

古
く
か
ら
修
験
道
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
、
英
彦
山
の
象
徴
と

し
て
地
域
の
人
々
の
信
仰
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
英
彦
山
神
宮

上
宮
。
そ
の
歴
史
の
中
で
は
度

重
な
る
火
災
や
災
禍
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
た
び
に
再
建
と
修
復

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
社
殿
は
、
天
保
６
（
１
８
３
５
）
年
の
火
災
後
に
、

佐
賀
藩
主
・
鍋
島
斉
正
の
寄
進
に
よ
っ
て
宝
殿
は
天
保
13

（
１
８
４
２
）年
に
、
拝
殿
は
弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
に

再
建
さ
れ
、
現
在
に
続
く
社
殿
の
姿
が
形
づ
く
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
高
度
な
建
築
技
術
と
地
域
の
信
仰

が
結
び
つ
い
た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
風
雨
や
積
雪

の
影
響
を
受
け
、
屋
根
の
破
損
、
柱
の
腐
食
、
基
礎
部
分

の
損
傷
な
ど
が
進
行
し
、
社
殿
全
体
と
し
て
も
倒
壊
の
危

険
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
今
回
の
保
存
整
備
工
事
で
は

歴
史
的
価
値
を
損
な
う
こ
と
な
く
後
世
へ
継
承
す
る
た
め
、

伝
統
工
法
に
よ
る
修
復
や
基
礎
の
補
強
な
ど
が
行
わ
れ
、

往
時
の
姿
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎ 82-1236）



高校生年代まで医療費無料に！

中学生年代まで無料 高校生年代まで無料

令和８年10月診療分からこれまで

手続きに関するお知らせ

子どもの医療費負担がなくなります

年齢区分 令和８年９月診療分までの
自己負担額（１医療機関ごと）

令和８年10月分診療分からの
自己負担額

  子ども医療費

  中学生年代
  まで

  通院   なし

  通院　自己負担なし
  入院　自己負担なし
  ※入院時の食事代や保険適用外の
  診療などは助成の対象外です。

  ※県外では医療証は使えません。
  いったん健康保険の自己負担分を
  支払い、後日、町役場で払い戻し
  （還付）の申請を行ってください。
  必要書類は加入の健康保険で異な
  りますので、問い合わせください。

  入院   なし

  高校生年代
  通院   制度対象外
  入院   制度対象外

  重度障がい者
  医療費   高校生年代

  通院   500円／月
  （上限）

  入院

  課税
  世帯

  500円／日
  （月20日を限度）

  非課税
  世帯

  300円／日
  （月20日を限度）

  ひとり親家庭
  等医療費   高校生年代

  通院   800円／月
  （上限）

  入院   500円／日
  （月７日を限度）

子育て世帯を応援

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

　添田町は行橋市・赤村と広域で連携し、「郵送検査を用
いた骨粗しょう症予防の効果検証事業」の実施に関する
連携協定を５月20日に締結しました。この協定に基づい
て、自宅でできる郵送検査を活用した骨粗しょう症予防
事業を行います。

骨の健康、チェックしませんか

STEP

１
事前アンケート

STEP

２
自宅で検査

STEP

３
結果のお知らせ

STEP

４
追跡調査

対象者へアンケートを郵
送します。調査内容は運
動や食生活などの生活習
慣、骨密度検査受診の有
無などです。記入後、同
封の返信用封筒で返送く
ださい。

アンケート結果を基に、
骨粗しょう症の危険性や
骨折リスクが高いと考え
られる人へ無料の尿検査
キットを郵送します。自
宅で検体（尿）を採取し、
返送ください。

専門機関でデータを分析
し、結果を郵送します。
ご自身の骨の健康状態を
把握し、必要があれば医
療機関を受診するなど、
今後の健康づくりにお役
立てください。

事業の効果を検証するた
め、検査を受けた人を対
象に再調査を行います。
調査内容は最初に行った
アンケートと同じ内容に
なります。ご協力をお願
いします。

対象者にアンケートを郵送します。骨粗しょう
症は自覚症状がないまま進行し、転倒や骨折の
原因となります。特に高齢期の骨折は要介護状
態につながることもあるため、早期発見・早期
対処が重要です。
アンケートを基に骨折リスクが高いと考えられ
る人に郵送検査を行い、医療機関への受診勧奨
や健康寿命の延伸を目指します。

男女を問わず訪れる骨の衰え。骨粗しょう症は
加齢によるホルモンバランスの崩れやカルシウ
ム・ビタミンＤの不足、喫煙や過度な飲酒など
が原因で起こる、骨がもろくなる病気です。患
者数は全国で推定1,300万人といわれ、自覚症状
がなく骨折して初めて気づく人が大半です。高
齢期の骨折は本人だけでなく、家族の生活にも
大きな影響を及ぼすことから、予防や早期発見・
早期対処が重要になります。

骨粗しょう症の治療中でない40歳～74歳で
添田町国民健康保険の加入者

￥０

　町では子育て世帯の経済的な負担を軽減す
るため、令和８年10月診療分から、医療費の
無償化対象年齢を中学生年代【15歳になった
後の最初の年度末（３月31日）まで】から高
校生年代【18歳になった後の最初の年度末（３
月31日）まで】に拡大します。

検査にかか
る費用はす
べて無料

検査は自宅
でスキマ時
間に完結

骨折リスク
の早期発見・
早期対処が
可能に

いつまでも
元気でいら
れる・健康
寿命の延伸

~子ども医療費、重度障がい者医療費、ひとり親家庭等医療費助成制度の拡大に関するお知らせ~

問 子ども医療費、重度障がい者医療費に関すること
 　役場住民課保険年金係(☎82-5966）
 　ひとり親家庭等医療費に関すること
 　役場健康子育て応援課子ども育成・支援係(☎82-5964）

~子ども医療費、重度障がい

新しく対象になる高校生年代の人

医療費自己負担が

高校生年代まで無料

ひとり親家庭等医療証をお持ちの人
▶８月下旬に申請書を郵送します。申請期限は９月中
　旬を予定しています
▶10月１日から使える新しい医療証は、9月下旬に郵
　送します

▶更新手続きの案内を郵送します。8月末までに更新
　手続きをお願いします
▶10月１日から使える新しい医療証は、9月下旬に郵
　送します。10月以降、古い医療証は処分してくださ
　い

国民健康保険に加入の皆さん

◎対象者

◎事業の概要

◎ポイント

◎スケジュール

３　広報そえだ（令和６年７月号）５　広報そえだ（令和８年 7月号） 広報そえだ（令和８年 7月号）　４

子ども・重度障がい者医療証をお持ちの人
▶10月１日から使える新しい医療証は、9月下旬に郵
　送します。10月以降、古い医療証は処分してくださ
　い

事前アンケートへの回答に協力ください

骨粗しょう症とは

郵送検査を用いた
骨粗しょう症予防の
効果検証事業を実施します
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１割

２割 ３割

困っています。分別にご協力をお願いします

「燃えないごみ」を「燃えるごみ」に混ぜないでください

◉衝撃が加わると発火の恐れがあります
　身の回りの電子機器にはリチウムイオン電池
などの小型の充電式電池が入っています。充
電式電池は、強い衝撃が加わると発煙・発
火し、火災の原因になりますので、ごみ袋

ピックアップピックアップ  　　　　　    　　　　　  まちのお知らせ＆情報まちのお知らせ＆情報

INFORMATIONINFORMATION
ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION
ピックアップピックアップ  　　　　　    　　　　　  まちのお知らせ＆情報まちのお知らせ＆情報

INFORMATIONINFORMATION
ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION
令和８年度分の申請を受け付けています

国民年金には保険料を
免除する制度があります

経 済的な理由などで国民年金
保険料の納付が困難な場合

は、申請により保険料の免除また
は猶予を受けることができます。
免除や猶予を受けずに保険料を未納
のままにしておくと、将来の老齢基礎年金が受け
取れない場合や万一のときに障害基礎年金・遺族
基礎年金が受け取れない場合があります。
◉令和８年度分（令和８年７月～令和９年６月分）
の免除申請は７月１日から受付を開始します
　承認までに１か月程度かかるため、申請が必要
な人は早めの手続きをお願いします
◉手続きに必要なもの
▷年金手帳など基礎年金番号がわかるもの
▷退職（失業）を理由とする場合：雇用保険被保
　険者離職票などの写し
▷学生納付特例制度を申請する場合：在学証明書
　または学生証
◉電子申請が便利です
　マイナポータルを利用すると24時間
いつでもどこでも申請できます。詳細
は日本年金機構のホームページで確認ください。
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

農作物を守るために

鳥獣被害対策用の
「のり網」を販売します

65歳以上の皆さんへ

介護保険料額決定通知書を
送付します

町 民税や世帯状況により決定した今年度の介護
保険料の決定通知書を、７月下旬に送付しま

す。所得段階別の介護保険料は、介護保険広域連合
のホームページで確認ください。
◉介護保険料の納め方
▷年金からの天引き
▷口座振替　▷納付書払い
※納付書払いの場合は、セブン-イレブ
ン・デイリーヤマザキなどの取扱いコ
ンビニのほか、PayPay・ｄ払いなどの
スマートフォン決済アプリを利用する
ことができます。詳しくは介護保険広
域連合のホームページで確認ください。
◉やむを得ない理由で納付できないときは
　災害や失業などにより保険料の納付が困難な場合
は、申請により保険料の減免や納付猶予を受けられ
ることがあります。
◉負担限度額認定証の有効期限は７月31日です
　介護保険施設を利用するとき
の食費と居住費の負担を軽減す
る「負担限度額認定証」の有効
期限は、７月31日㈮です。引き
続き、施設利用が必要な場合は、
更新手続きをお願いします。
▷対象者 生活保護受給者、世帯全員が住民税非課
　税で預貯金などの合計額が基準額以下の人
※８月利用分から基準額が変更になります。
▷必要なもの 申請書、同意書、お持ちのすべての
　通帳などの写し
※配偶者がいる場合は、配偶者の同意書と通帳など
の写しも必要です。
▷提出先 役場福祉環境課高齢者支援係
◉詐欺にご注意ください
　電話で役場職員などを名乗り「還
付金がある」としてＡＴＭへ誘導し
お金をだましとる詐欺が発生してい
ます。還付金がある場合は書面で通知しています。
また、還付金や保険料に関して電話などでＡＴＭの
操作をお願いすることは絶対にありません。
問 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）
　 福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部
　 （☎49-1093）

　　　　

↑介護保険料の
　詳細はコチラ

75歳以上の皆さんへ

後期高齢者医療制度に関するお知らせ

後 期高齢者医療制度の資格確認書は、マイナ保険証の保有状況にかかわらず全員に交付されていましたが、
8月以降はマイナ保険証の保有状況や年齢などに応じた交付へと見直しが行われます。

に入れて出さないでください。
◉充電式電池の回収先
▷役場福祉環境課環境保全係
▷家電量販店やホームセンター
　などの回収ボックス

最 近、充電式電池を内蔵したモバイルバッテリーによる火災や金属類の破裂によって設備が故障し、さく
ら環境センターでは、ごみの処理を停止する事態が発生しています。田川市郡のごみ処理事業を円滑に

実施するためにも、燃えるごみに燃えないごみを混ぜて捨てないよう、ご理解とご協力をお願いします。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 役場福祉環境課環境保全係（☎82-1232）全係（ 82 1232）

↑役場１階①番窓口に
　回収ボックスを設置
　しています

充

◉お持ちの資格確認書の有効期限は７月31日㈮です
▷これからの仕組み
　これまでの、資格確認書を全員へ送
　付する仕組みから年齢やマイナ保険
　証利用の有無によって送付する書類
　が異なります
▷新しい資格確認書は７月下旬までに送付します
　７月下旬までに「資格確認書」または「資格情報
　のお知らせ」のどちらかを送付します。有効期限
　は、令和９年７月31日までの１年間です
◉限度額の適用区分が併記できます
資格確認書に限度額の適用区分を記載すると病院
での窓口負担が高くなりすぎないようにできます
▷限度額の記載を希望する場合は
　役場住民課保険年金係窓口で申請が必要です
※すでに限度額の適用区分が記載された資格
確認書をお持ちの人には、新しい資格確認書
にも適用区分が記載されています。
▷マイナ保険証の場合は手続き不要です
　マイナ保険証で受診する場合は、手続き不要で自
　動的に限度額が適用されます

◉自己負担割合は１割・２割・３割のいずれかです
　前年の所得をもとに毎年８月から1年間
の負担割合を判定しています
▷自己負担割合が３割になる目安
　同じ世帯の被保険者のいずれかの人の
　住民税課税所得が145万円以上である
　場合は、３割となります
▷軽減される場合があります
　次のような場合は、申請により１割ま
　たは２割になることがあります
　・被保険者が同じ世帯に２人以上で収入合計が　　
　　520万円未満
　・本人のみの世帯で、収入が383万円未満　など
◉マイナ保険証を利用ください
▷マイナ保険証のメリット
　・過去の薬や診療データに基づくより
　　良い医療を受けることができる
　・突然の入院などでも高額支払いが不要になる
　・救急時に迅速で適切な対応に繋がる
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）
　 福岡県後期高齢者医療広域連合（☎092-651-3111）

納
基礎年金が受け

イ ノシシやシカからの被害防止対
策用として「使用済みのり網」

の販売を行います。数に限りがありま
すので、希望する人は早めに購入をお願いします。
◉販売枚数　200枚
◉形状 1.8m×18m（網目15cm×15cm）
※金属製の網ではありません。
◉価格　１枚500円
◉販売開始日　７月13日㈪
問 役場農林業振興課林業振興・鳥獣対策係
　 （☎82-1237）

係

↑納付方法の
　詳細はコチラ
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My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

給付型奨学金交付式

給付型奨学金で学業に専念

　６月６日、ＯＴＯレインボーホールで田川
地区奨学生決定通知書合同交付式が開かれま
した。添田町からは６人が奨学生に決定し、
式では代表して福岡県立大学に通う草本美音
さんに決定通知書が交付されました。草本さ
んは「カウンセリングを行う公認心理士の資
格を取り、スクールカウンセラーとして中学
生の悩みを聞いて助けたい」と将来の抱負を
語ってくれました。６月17日には町独自で行
う返済義務のない中山麻子給付型奨学金交付
式が開かれ、宮野太勢さんが奨学生に決定し
ました。交付式では寺西町長から代理で訪れ
た母裕子さんに通知書が手渡されました。

↓田川地区奨学生決定通知書合同交付式に出席した（左から）山之内副町長、草本さん、髙瀨教育長

中山麻子給付型奨学金交付式では宮野さん（前列右）に中山さん（前列中央）から温かい言葉が贈られました↑

　５月30日、添田町戦没者慰霊祭が遺族や来
賓など約50人が参列してしめやかに挙行され
ました。遺族の高齢化により今回の慰霊祭を
もって解散する添田町戦没者遺族会。式典で
髙瀬知恵子会長が「添田公園の戦没者慰霊塔
にまつられている御霊は、戦争の苦難に対し
国民の願いとして命を捧げられた892柱の御
霊です。先の大戦から80年が経ちました。今
の平和が尊い犠牲の上に築かれていること、
そして戦争の悲惨さを孫世代に語り継いでい
きます」と挨拶。その後、寺西町長や遺族会
会員による献花などが行われ、戦没者の冥福
と恒久の平和を参列者全員で祈念しました。

添田町戦没者慰霊祭

戦後80年、孫世代にも語り継ぐ↓「遺族会が解散しても戦争の悲惨さを語り継いでいきます」と話し、献花を行う髙瀬会長

　７月に入り、暑さが本格的になってきました。体のだるさ、食欲不振、
寝不足など「夏バテ」の症状は出ていませんか？暑さに負けないため
には、しっかり食べて体調を整えることが大切です。今回は夏バテを
予防する食事の基本と効果的な栄養素をご紹介します。

夏を元気に乗り切る食生活のポイント

夏バテ知らずの体づくりは
毎日の食事から

特に朝食は1日の活動に必要な
エネルギー源です。毎日朝食を
とる習慣が大切です。

ビタミンC
ビタミンB１

たんぱく質

働き 疲労回復　エネルギー代謝を助ける

食材 豚肉　玄米　納豆　うなぎ

ポイント
にんにくや玉ねぎなど「アリシン」を含
む食品と一緒に食べると吸収を助けます

体に蓄えることができず、汗と一緒に流れていき
やすいビタミンＢ１。発汗量の多い夏は意識的に
摂取しましょう

働き 免疫力アップ　ストレス・紫外線対策

食材 ブロッコリー　オクラ　キウイ　柑橘類

ポイント 鉄分や葉酸を含む食品と組み合わせると
吸収率ＵＰ

体内に蓄積されにくいビタミンＣ。こまめに摂取
しましょう

働き 体をつくる重要栄養素　免疫力維持

食材 肉類　魚介類　卵　大豆製品

ポイント 一度に吸収できる量が20～30g。この分
量を毎食の目安に

夏に不足しがちなたんぱく質。血や筋肉、体をつ
くる基となるので、毎食１品、摂取するように心
がけましょう

働き 疲労回復　食欲増進　消化促進

食材 レモン　梅干し　トマト　いちご

ポイント
ビタミンＢ１と一緒に取ると代謝ＵＰ。
運動前後の摂取も効果的

冷たい食べ物や飲み物をとりす
ぎると、体の内側が冷え、胃腸
の働きが弱くなり、消化・吸収
がうまくいかず、食欲の低下や
だるさなど夏バテにつながるこ
とがあります。常温の水や温か
い食事も取り入れ
ながら体調を整え
ましょう。

暑い夏は胃腸も疲れやすく、自
律神経のバランスが乱れるため
胃酸や唾液などの消化液の分泌
が減少します。消化に優しい蒸
し料理や煮込み料理などを選ぶ
ことで、疲れた胃腸にも優しく
食事をとることができます。

体の内側を冷やさない 規則正しく食べる

消化しやすい食事を

ビタミンC
タミンB１

たんぱく質
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や温
朝　食 昼　食

夕　食

に流れていきいきいいき流れてれててていきいきいきいきいきいきき

たたたた
夏に不不

た
夏

た
夏に

た

にんにくくや玉や玉や玉ねぎねぎねぎなどな 「アリシ
む食食食品品と品と品とと一緒一緒緒に食に食に食べるべるるべ と吸と吸と 収を

汗とと 緒にに流にに流流汗とととととと 緒緒緒ににに流

体体体を

ビタ
体に蓄えること

ビタ
体に体に体に体に体体 蓄える

クエン酸
唾液の分泌を促進し、消化の働きを助けて栄養の
スムーズな吸収を促すクエン酸。体力が低下して
いる時の栄養補給に最適です

津野地区小さな運動会

世代を超えて交流深まる１日に
老人クラブ連合会春のスポーツ大会

いきいき・ハツラツプレーで大盛況

　５月31日、小
さな拠点事業の
モデル地区であ
る津野地区で小
さな運動会が開
かれました。津
野地区全体で交
流を深めようと
有志で構成する
準備会が企画。
当日は100人以上が参加し、カローリングや玉入れなど
６種目の競技を行いました。会場となった旧津野小中学
校には参加者の笑顔があふれ、笑い声が響き渡りました。

　５月29日、そ
えだドームとサ
ン・スポーツラ
ンドで老人クラ
ブ連合会のスポ
ーツ大会が開か
れました。約150
人が参加し、グ
ラウンドゴルフ
と輪投げに分か
れて、和気あいあいと楽しそうにプレーしていました。
グラウンドゴルフは優勝伊原Ａ、準優勝庄一Ａ、３位町一、
輪投げは優勝下落合、準優勝上落合、３位真木でした。

↑ホールポストに狙いを定め力強く放った第一打 ↑カローリングでジェットローラーの行方を見守る参加者

夏バテを予防する食事の基本

 夏バテ予防に効果的な栄養素

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）
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★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷７日／七夕会（給食）　▷14日／親子リトミック
　（給食）　▷21日、28日／プール遊び（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷３日／乗り物遊び　▷10日／大型ブロック遊び
　▷17日／親子健康教室・おっぱい相談・虹の会読
　み聞かせ　▷24日／観劇会inオークホール　劇団
　風の子九州「ぴーかぶー」　▷31日／そえだジョイ
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷８日　▷22日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」▷９日
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

日

広報そえだ（令和８年７月号）　10

８月生まれの
締め切りは、

７月10日㈮ です。

11　広報そえだ（令和８年７月号）

地域子育て支援センター

　　　７月の予定　　　７月の予定

地域子育て支援センター

　　　７月の予定

　福岡県では、同和問題の解決を目指して、昭和56年度から毎年７月を
「同和問題啓発強調月間」と定め、差別をなくす取り組みを行っています。
町でも、職場や街頭啓発などの取り組みを実施し「人権が尊重され、安
心して心豊かに暮らせるまち添田町」の実現に向けて、差別のないまち
づくりを進めています。この機会にあらためて、同和問題について考え
てみましょう。

差別の現実に深く学ぶ演題

前田　隆夫さん
（西日本新聞社論説委員）

講師

７月29日㈬ 19時～
（18時30分開場）

と　き

オークホールところ

入場料 無料
※手話通訳、託児（無料）あります

問 教育委員会社会教育課人権同和推進係（☎82-5800）

７月は 同和問題啓発強調月間です

月間中の主な取り組み
  ▷街頭啓発・職場啓発
  ▷人権啓発のぼり旗・
  　懸垂幕の設置
  ▷防災無線・町公式
　  LINEによる啓発
  ▷人権講演会の開催　など

人権講演会を開催します

説委員）

◉同和問題（部落差別）とは
　日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により国民の一部の人々
が長い間、経済的・社会的・文化的に低い状態に置かれることを強いられ、
結婚を反対されたり、就職などの日常生活の上で差別を受けたりするなど
している、わが国固有の人権問題です

◉一人で悩まずに相談ください
みんなの人権110番　☎0570-003-110
様々な人権問題の相談を受け付けています。電話は、最寄りの法務局
につながり、法務局職員または人権擁護委員がお受けします。

生まれの

お子さん

８
　 月

大 募 集 中 ！

１歳～６歳を迎えるのお子さんの写真を掲載しませんか

送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係 (☎82-4000)

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
　ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を下記アドレスまで
送信してください。

　５月20日、上中元寺地区の田んぼで添田小学校４年
生45人が田植えを行いました。田植えを行う前に田
中隆信さん（添田西）から植える苗の量や深さの指導
を受けた後、裸足になって田んぼに入る児童たち。初
めて田植えを行う児童も多く、最初はぬかるんだ泥を
歩くのも、苗を植えることも苦労していましたが、慣
れると上手に植えていました。苗を渡す係、植える係
と２交代で行い、スムーズな連携で例年にない速いス
ピードで、田んぼにはきれいに整列した苗が植わって
いました。５月29日には旧中元寺小学校近くの田んぼ
で、中元寺の自然を愛する会（宮金美樹会長）の皆さ
んの指導の中、くるみ保育園、みどり保育園の園児20
人が田植え体験を行いました。宮金さんや先生の指導
で園児たちは手や足だけでなく、顔や服まで泥まみれ
になりながら、楽しく苗を植えていました。

田んぼで学ぶお米の大切さと自然の恵み
小学生・保育園児が田植え体験

まちのホットNews

↑「田んぼ、冷たくて気持ちいい」と田植えに夢中になるくるみ保育園の園児たち

↑みんなで助け合いながら仲良く田植えをするみどり保育園の園児たち

↑「楽しく元気に植えると、苗に楽しさが伝わり豊作になる」と教えられ、みんな笑顔！↑ピンと貼られた縄に沿って植えていく添田小４年２組の児童たち



問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）
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活

　

衛
生
局
補
償
金
担
当
宛
て

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

問
厚
生
労
働
省
補
償
金
相
談
窓
口

（
☎
03
―
３
５
９
５
―
２
２
６
２
）

　

相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作
成
な
ど

の
ほ
か
、
不
動
産
の
名
義
変
更
、
成

年
後
見
制
度
や
借
金
問
題
、
賃
貸
借

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
日
常
生
活
で
生
じ
る

社
会
貢
献
と
し
て
地
域
の
中
で
後
見

活
動
を
行
う
人
の

こ
と
で
す
。
誰

も
が
人
と
し
て

の
尊
厳
を
保
ち

続
け
、
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
住

み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
市
民
後

見
人
の
活
躍
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
養
成
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き

10
月
24
日
㈯
、
31
日
㈯
、　

11
月
７
日
㈯
、
14
日
㈯
、
28
日
㈯
、

12
月
６
日
㈰
、
13
日
㈰
、
19
日
㈯

※
開
催
時
間
は
、
開
催
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

▼
受
験
資
格　

平
成
11
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人

▼
申
込
方
法　

申
込
書
お
よ
び
受
験

　

票
を
町
村
会
に
提
出

※
申
込
書
と
受
験
票
は
、
福
岡
県
町

村
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

８
月
10
日
㈪
（
消
印

　

有
効
）

問
福
岡
県
町
村
会
総
務
課

（
☎
092
―
651
―
１
１
２
１
）

▼
試
験
日　

９
月
19
日
㈯
ま
た
は
９

　

月
26
日
㈯

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
人

▼
受
付
期
限　

８
月
28
日
㈮

※
自
衛
官
募
集
に
関
す
る

説
明
会
を
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て

個
別
説
明
、
出
張
説
明
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

市
民
後
見
人
と
は
、
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

　

ペ
ー
ス
（
☎
093
―
645
―
３
２
０
１
）

福
岡
県
で
は
、
統

計
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
楽
し
く
学
べ
る

よ
う
、
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。
身
近
な
疑

問
を
調
べ
て
グ
ラ
フ
で
表
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

県
内
の
小
学
生
以
上
の
人

▼
サ
イ
ズ　

Ｂ
２
サ
イ
ズ
（
72.8
㎝
×

51.5
㎝
）

▼
募
集
期
限　

９
月
１
日
㈫
必
着

※
詳
し
く
は
福
岡
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
総
務
部
統
計
課

（
☎
092
―
643
―
３
１
５
２
）

▼
第
一
次
試
験
日

　

９
月
20
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県

　

自
治
会
館

▼
採
用
予
定
人
数　

行
政
事
務
１
人

　

程
度
（
学
歴
不
問
）

学
ぶ
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

▽
通
常
訓
練
＝
９
月

　

１
日
㈫
〜
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
＝

　

９
月
１
日
㈫
〜
令
和
９
年
３
月
30

日
㈫

▼
訓
練
科
名　

▽
通
常
訓
練
＝
も
の

　

づ
く
り
溶
接
科
／
定
員
15
人　

▽

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
＝
機

　

械
C
A
D
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
／

　

定
員
３
人
、
ビ
ル
管
理

　

技
術
科
／
定
員
４
人
、

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
C

A
D
技
術
科
／
定

　

員
４
人
、
建
設

　

機
械
科
／
定
員

　

４
人

▼
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

を
申
し
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

７
月
30
日
㈭

▼
入
所
選
考　

８
月
５
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク

【
施
設
見
学
会
・
説
明
会
】

▼
と
き　

７
月
14
日
㈫
13
時
〜
２
時

　

間
程
度

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

直
接
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
に
お
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越
し
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
文
部
科
学
省
と
総
務
省
所
管

の
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
300
以
上
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
ま
す
。
学
力
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
満
15
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
１
科
目
か
ら
学
習
で
き
る
選
科

履
修
生（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履
修

生
（
半
年
間
在
学
）
と
し
て
入
学
で

き
ま
す
。
ま
た
、
満
18
歳
以
上
で
あ

れ
ば
、
大
学
院
の
修
士
選
科
生

（
１
年
間
在
学
）

や
、
修
士
科
目

生
（
半
年
間
在

学
）
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

９
月
９
日
㈬

▼
授
業
料　

１
科
目
１
万
２
千
円
／

　

入
学
料
別

※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
放
送

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
585
―
３
０
３
３
）

  

放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

　

そ
え
だ
学
童

保
育
所
で
は
、

職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
時
給　

１
０
５
７
円
〜

▼
勤
務
時
間　

▽
平
日
／
14
時
30
分

　

〜
18
時
45
分
の
う
ち
２
〜
３
時
間

　

程
度　

▽
土
曜
日
／
７
時
30
分
〜

18
時
45
分
の
う
ち
２
〜
３
時
間
程

　

度　

▽
春
・
夏
・
冬
休
み
／
７
時

30
分
〜
18
時
45
分

※
春
・
夏
・
冬
休
み
は
希
望
時
間
内

で
の
勤
務
も
可
能
で
す
。

▼
勤
務
体
制　

シ
フ
ト
制

▼
休
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、　

　

年
末
年
始

▼
勤
務
地　
そ
え
だ
学
童
保
育
所（
添

　

田
公
園
駐
車
場
内
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
そ
え
だ
学
童
保
育
所

（
☎
82
―
３
４
２
２
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

Informationくらしに役立つ情報満載

▼
開
催
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン

※
12
月
６
日
は
大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
13
日
は
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
（
春
日
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
県
内
在
住
の
18
歳
以

　

上
の
人　

②
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
受

　

講
可
能
な
人　

③
市
町
村
社
会
福

　

祉
協
議
会
に
登
録
し
、
法
人
後
見

　

ま
た
は
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

に
従
事
で
き
る
人

▼
定
員　

５
人
／
参
加
無
料

▼
申
込
方
法　

添
田
町
社
会
福
祉
協

　

議
会
に
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

10
月
５
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
584
―
７
４
１
１
）

　

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

令
和
元
年
に
成
立
し
た
「
ハ
ン
セ

ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金

の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
が
令
和

６
年
に
改
正
さ
れ
、
補
償
金
の
請
求

期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

▼
請
求
期
限　

令
和
11
年
11
月
21
日

募
集

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
相
談
会

公
共
職
業
訓
練
生（
９
月
生
）を

募
集
し
ま
す

法
律
問
題
に
司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
１
日

　

㈯
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ

　

テ
ィ
の
お
が
た
（
直
方
市
）

▼
相
談
方
法　

面
談
／
１
組
30
分

▼
予
約
受
付
期
間　

７
月
６
日
㈪
〜

30
日
㈭

▼
予
約
方
法　

ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
、
電
話
（
092

　

―
722
―
４
１
３
１
）、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
092
―
714
―
４
２
３
４
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

福
岡
県
町
村
会
等

職
員
採
用
試
験

相
談

海
上
・
航
空
自
衛
隊

航
空
学
生
採
用
試
験

教育のひろば

６ 月８日、第２回添田町議会定例会本会議で
髙瀨光一教育長の再任が決定しました。任

期は、令和11年６月11日までの３年間です。

髙瀨光一教育長が
再任しました

教 育委員会は、町長部局から独立した行政機
関で、町長とは別の立場で町の教育のこと

を考える組織です。教育長１人と非常勤の教育委
員４人の合計５人で構成しており、議会の同意を
得て町長が任命しています。任期は教育長が３年、
教育委員が４年です。
　教育委員会の主な役割は、学校教育だけでなく
生涯学習やスポーツ、文化芸術活動などの社会教
育に関わる教育行政の重要事項や基本方針を審議
して決定することです。教育長は町教育委員会の
代表であり、事務局（町職員など）の指揮監督者
として事務を行っています。原則
毎月、教育委員会議を開催してお
り、その会議録を町ホームページ
で公表しています。
　また町ホームページには「令和８年度添田町の
教育施策」も公表しており、教育の現状と課題、
今年度実施する主な取り組みを示
しています。教育施策は開庁時間
であれば教育委員会でも閲覧する
ことができます。
【教育委員会委員のご紹介】
▷髙瀨　光一 教育長　
▷諌山　哲朗 教育委員　▷古田　浩治 教育委員
▷梅野　香理 教育委員　▷大村　幸 教育委員

そ
え
だ
学
童
保
育
所
職
員
募
集

ル
管
理

員
４
人
、

ー
ム
C

／
定

設員

求
職

の
修
士
選
科
生

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

「
福
岡
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集

県 等

試
験
・
研
修

市
民
後
見
人
養
成
研
修
会

の住で

統なるフ催疑

㈮せ
て

教育委員会ってどんなところ？

↑議事録はコチラ

↑教育施策はコチラ↑教

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

補
償
金
制
度
の
ご
案
内



◆とき11月28日㈯
　　　 29日㈰
◆ところ　オークホール駐車場
※時間やイベント概要は、決ま
り次第お知らせします。
問 役場商工観光振興課
 　商工振興係（☎82-1236）

（
☎
45
―
８
０
０
５
）

　

今
年
度
の
花
火
大
会
の
開
催
は
未

定
で
す
。
開
催
す
る
場
合
は
、
広
報

そ
え
だ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
役
場
商
工
観
光
振
興
課
観
光
振
興

係
（
☎
82
―
１
２
３
６
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
野
北
忠
志
（
上

　

落
合
二
）　

▽
故
井
上
美
千
代（
下

　

中
元
寺
）　

▽
故
伊
藤
健
一（
添
田

　

中
）　

▽
故
鈴
見
紀
美
子
（
豊
川
）

▼
一
般
寄
付　

▽
田
川
一
人　

　
　
　
（
令
和
８
年
６
月
15
日
現
在
）

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
７月７日㈫、21日㈫、８月４日㈫
●補聴器相談（役場ロビー）
　７月10日㈮（15時～）、８月17日㈪（13時～）
●無料法律相談会
（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　７月14日㈫、８月18日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　７月14日㈫（10時～）、７月23日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口　7,967 人（ー26人）
●男　性　3,776 人（ー12人）
●女　性　4,191 人（ー14人）
●世帯数　4,274世帯（ー16世帯）

人の動き ５月末日現在（　）は前月比

●出生　１ 人
●死亡 13 人
●転入　８人
●転出 22 人

警察署からのお知らせ
●夏季における性犯罪などの予防対策を強化しま
しょう
　性犯罪は身近な場所や関係性の中で多く発生し
ていて、誰にでも起こり得るものです。夏休み前
にあたらめて、防犯対策に目を向け被害を防ぐ行
動をとりましょう。
【帰宅時のポイント】　▷スマホで音楽を聴きなが
　ら歩かない　▷時々後ろを振り返って周囲に気
　を配る　▷遠回りでもできるだけ人通りの多い、
　明るい道を選ぶ
【自宅でのポイント】　▷家に入ったらすぐにカギ
　をかける　▷就寝時はすべての窓を閉めカギを
　かける
【SNS利用のポイント 】▷知り合った相手は本当
　の目的を隠して近づいてくる可能性もあるため
　安易に信用しない　▷一人で会わず、家族や友
　人にも予定を伝える　▷ネット上に自分の写真
　などを投稿しない

問 田川警察署（☎42-0110）

４月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ８（ー５） 59
　人身事故 ０（ー１） ４
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（ー１） ６

納期限のお知らせ
●７月31日㈮が納期限です
　▷固定資産税（２期）
　▷国民健康保険税（１期）
　▷後期高齢者医療保険料（１期）
　※口座振替日は７月27日㈪です。
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
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くらしに役立つ情報満載Information

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
お
金
に
関
す

る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
14
日
㈫
13
時
30
分
〜

15
時

※
７
月
の
み
第
二
火
曜
日
の
開
催
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ
２
階

▼
内
容　

認
知
症
に
備
え
て
今
か
ら

　

で
き
る
お
金
の
管
理

▼
講
師　

神
吉
行
政
書
士
事
務
所　

　

神
吉
雅
和
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

◉
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

も
の
忘
れ
が
心
配
な
人
、
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
人
や
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
の
交
流
会
で
す
。

▼
と
き　

７
月
21
日
㈫
13
時
30
分
〜

15
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
地
域
包
括
支
援

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
食
事
の
持
ち

帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
み
ん
な
の
食
堂
実
行
委
員
会
角
崎

さ
ん

　
（
☎
090
―
９
５
８
８
―
０
７
６
２
）

▼
と
き　

７
月
18
日
㈯
13
時
30
分
〜

15
時
（
開
場
12
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

▼
演
題　
「
全
国
部
落
調
査
」裁
判
判

　

決
の
意
義
と
部
落
差
別
解
消
推
進

　

法
施
行
10
年
〜
激
変
す
る
情
報
環

　

境
と
Ｉ
Ｔ
革
命
の
進
化
を
ふ
ま
え

　

て
〜

▼
講
師　

近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究

　

所　

特
任
主
任
教
授　

北
口
末
広

　

さ
ん　

▼
入
場
料

無
料
／
申
込
不
要

問
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
584
―
１
２
７
１
）

▼
と
き　

８
月
22
日
㈯
13
時
〜
（
開

　

場
12
時
）

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
上
映
作
品　

名
探
偵
コ
ナ
ン　

隻せ
き

眼が
ん

の
残

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク像

▼
対
象
者　

田
川
市
郡
内
の
小
学
生

　

と
保
護
者

▼
入
場
料　

無
料

※
上
映
後
に
租
税
教
育
の
一
環
と
し

て
「
税
金
○
×
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し

ま
す
。

問
公
益
社
団
法
人
田
川
法
人
会

　

セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
参
加
費　

無
料

※
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
41
―
３
８
８
８
）

　

み
ん
な
で
一
緒
に
食

事
し
ま
せ
ん
か
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
30
日
㈭

11
時
30
分
〜
13
時
（
開
場
11
時
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
研
修
室

▼
対
象
者　

添
田
町
在
住
の
人

▼
定
員　

先
着
100
人
／
参
加
無
料

▼
申
込
期
間　

７
月
10
日
㈮
〜
23
日

　

㈭

◉
あ
っ
た
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

あ
っ
た
カ
フ
ェ
は
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
集
い
の
場
で
す
。

奇
数
月
の
第

一
火
曜
日
に

開
催
し
て
い

ま
す
。
認
知

症
に
関
す
る

情
報
や
認
知

症
予
防
の
話

な
ど
も
行
っ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

あ
っ
た
カ
フ
ェ
と
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

【
６
月
10
日
㈬
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
５
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
面
積
３
２
８
㎡
を
許
可

※
総
会
の
議
事
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

※
８
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の

締
め
切
り
は
、
７
月
24
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

講
演
会

日程が決まりました

令和８年度
ふる里まつり

特定健診を受診しませんか

国民健康保険に加入の皆さん

国 民健康保険に加入している40歳～74歳
の皆さんを対象に、特定健診を実施し

ます。特定健診は、生活習慣病の予防や早期
発見・早期治療のための大切な機会です。特
定健診を受診して１年に1度、自分の健康状
態を確認しましょう。

▶対象者　添田町の国民健康保険に
　加入している40歳～74歳の人
▶自己負担金　500円
▶持参品　▷受診票　
　▷マイナンバーカードまたは資格確認書

個別健診
▷受診方法　医療機関に予約
　して受診
▷受診期限　令和９年３月31
　日㈬

集団健診
▷受診方法　役場健康子育て
　応援課に電話（☎31-5001）
　または「けんしん予約サイ
　ト」で予約して受診
▷実施日　９月27日㈰、10月
　８日㈭、10日㈯、13日㈫の８時30分～11時
▷予約締切日 ８月21日㈮

受診特典
特定健診を受診した人には後日、
郵送で、道の駅歓遊舎ひこさん
で使える500円分のお買い物券
をプレゼントします
※国民健康保険税に滞納が
ない世帯の人に限ります。
問 役場住民課保険年金係
　 （☎82-5966）

第76回社会を明るくする運動～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

７月は“社会を明るくする運動” の強調月間です
社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生に理解を深め
てそれぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。更生を実
効あるものとするためには、本人を取り巻く地域社会の理解と協力が不可欠です。罪を犯した人たちや非行
をした少年の立ち直りを温かい目で見守りつつ、援助の手を差し伸べ、明るい社会を作りましょう。

農業委員会報告

第
27
回
親
と
子
の
映
画
祭

花
火
大
会
に
関
す
る
お
知
ら
せ

第

み
ん
な
の
食
堂

は後日、
こさん
い物券

が 個別健診の受診
票は、７月上旬
に発送します

↑詳細は町
　ホームページへ

↑けんしん予約
　サイトはコチラ

度、自分の健康状

保険に
人

↑前回のあったカフェの様子

◉中島家住宅イベント情報

日賀野兼一・テンペラ画展
テンペラ画とは、中世ヨーロッパ
で1600年前から続く「生卵」を接着剤
にして描く技法です。美しい色彩を
奏でるテンペラ画の魅力をお楽しみ
ください。
とき  ７月23日㈭～26日㈰
　　    10時～16時　※入場無料
問 添田町活性化推進協議会
　 廣田さん（☎090-1875-3111）

展示期間中に毎日
ワークショップを開催します
　・とき　13時～15時
　・参加費　1,000円
　・定員　先着６人
　※道具は不要です。

円



◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

令
和
8
年
７
月
号

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
英

彦
山
の
峰
々
を
眺
め
る

と
、
そ
の
雄
大
な
姿
に

改
め
て
心
を
奪
わ
れ
ま

す
。
添
田
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、

英
彦
山
は
単
な
る
山
で
は
な
く
、
歴
史
や

文
化
、
そ
し
て
先
人
た
ち
の
思
い
が
積
み
重

な
っ
た
特
別
な
存
在
で
す
。
▼
先
日
、
一
通

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
差
出
人
は
郷

土
史
を
長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
町
外
の
方

で
、
そ
の
内
容
は
英
彦
山
に
伝
わ
る
神
話
に

つ
い
て
で
し
た
。
▼
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ

う
に
、
英
彦
山
に
は
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

神
話
や
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か

み
）
の
御
子
で
あ
る
「
天
忍
穂
耳
命
（
あ
め

の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）」
が
英
彦
山
に

降
り
立
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
▼

手
紙
に
は
「
そ
の
降
臨
の
地
は
ど
こ
だ
っ
た

の
か
、
改
め
て
調
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
熱

い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
古
文
書
や

地
名
、
言
い
伝
え
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
な

が
ら
、
神
話
の
舞
台
を
探
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
▼
も
ち
ろ
ん
、
神
話

の
世
界
で
す
か
ら
、
歴
史
的
な
事
実
と
し
て

証
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
は
そ
の
手
紙
を
読
み
な
が
ら
、

大
切
な
の
は
正
確
な
場
所
を
特
定
す
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
探
究
心
や

郷
土
へ
の
愛
着
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
▼
英
彦
山
は
千
年
以
上
に
わ
た
り
多

く
の
人
々
が
集
い
、
祈
り
を
捧
げ
、
文
化
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。
山
伏
た
ち
の
修
験
道
の

歴
史
、
神
宮
に
伝
わ
る
祭
り
や
伝
統
、
そ

し
て
地
域
に
残
る
数
々
の
言
い
伝
え
。
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が
私
た
ち
の
郷
土
の
宝
で
す
。

▼
近
年
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち
の
地
域
が
持
つ
歴

史
や
文
化
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼
昔
か
ら
地

域
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
話
を
聞
く
こ
と
、

古
い
写
真
や
記
録
を
読
み
返
す
こ
と
、
地

域
の
史
跡
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
。
そ
の
積
み

重
ね
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や
次
の
世
代

へ
の
継
承
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
▼
英
彦
山
の
神
話
も
ま
た
、
私
た

ち
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま

す
。
真
実
を
追
い
求
め
る
研
究
者
の
情
熱
、

地
域
を
愛
す
る
人
々
の
思
い
、
そ
し
て
長
い

年
月
を
経
て
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
物
語

の
力
で
す
。
▼
今
年
は
英
彦
山
神
宮
上
宮

の
大
改
修
が
完
了
し
、
新
た
な
歴
史
の
一
歩

が
刻
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、山
開
き
を
終
え
、

多
く
の
登
山
者
や
参
拝
者
が
英
彦
山
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
神
幸
祭
を
は
じ

め
、
各
地
で
伝
統
あ
る
祭
り
や
行
事
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
営
み
も
ま

た
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な
地
域

の
財
産
で
す
。
▼
こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え

ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
身
近
な
地
域
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
、
添
田
町
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
私
た
ち

の
足
元
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

物
語
が
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

彦と改

◇
印
刷
／
マ
ツ
オ
印
刷
株
式
会
社

Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

未来をつくるのは
　あなたの一票！

期日前
投票
期
投投投

投票日

今回の選挙から投票所が12か所から５か所に変わりました。投票所は
7月上旬に郵送する投票入場券（水色のはがき）で確認ください。

添田小学校

添田町長選挙／添田町議会議員一般選挙

７月８日㈬～11日㈯
各日８時30分から20時

期 日

場 所 添田町役場1階　期日前投票所

令和８年

７月12日㈰ 7時から18時

期日前投票は混雑が予想されます。スムーズな投票のため、期日前投票を行
う人は、あらかじめ投票入場券裏面の宣誓書欄に投票年月日、住所、氏名、
生年月日を記入し、投票所にお越しください。

添田町大字添田 2151 番地

添田　太郎

11　9 15

７ ８

←選挙の詳細は
　町ホームペー
　ジで確認
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